
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































F- ゃ 、 A、
f、刃
つい
に見つ
かり
ませ
んで
した。
達磨
は言
った
。
「不
安の心がど
こに
もな
いという
こと、
がわか
ったら
、
それ
で安
心では
ない
か。
」)
この
公案の要
点は、
つい
に不可
得なり」
にある。
不
「心を
もとむ
るに
、
安の心がど
こに
も
ないこ
とがわかると
、
そこ
に安
心がえられる。
心を
いく
らかさ
がし
でも
、
その
実体は本
来な
いからで
ある
。もちろん
現象
の面で
は、喜怒哀楽、
不安
、苦 悩、
絶望
など、
いろい
ろ体
験し
てい
るが
、
それ
も
原因
(条件)
があ
って生ずる
ので
ある
。原因が
なくなれば、
その
心理現
象
五五
禅の悟
りと創
造性
は消
失
する。
すなわ
ち本
来何も
な
いこ
とがわかる
。そ
こに
気
がつ
くと安
心
がえられる。
そう
する
と、
生活
や仕事
への
意欲
がわ
いてくるも
ので
ある
。
禅の公
案に
「無字
の根
源を
見よ」
とい
う公案があ
る。
それ
は仏
様も御
存
知のない世
界であ
って
、
ここ
から
すべ
ての
事象
が生まれ
てくる。
その
意味
では
、
無字
の根
源は、
創造的無と
いう
べき
もので
、創造
と生
成
の源であ
る。私が
この
無
字の根
源の
公案
で体
験
したことで
、
一個
の人
間
とし
て、
また
科学者
と
して
最高
の真
理を
つか
んだ思
いがして
、感動
したこ
とを
憶
えてい
る。
そこ
で真
理探究
における迷い
が消え
た。
自己
の無
知を知
って
、
かえ
っ
て不
安が消
えて
、自分
がどこま
で事
実を発見す
ることができるか
、
人間
の
新し
い可能
性を開
発する
ことがで
きるか
、
やっ
て見ょうと
いう
意欲
が出
て
きた
のである。
8 
柔
性
軟
金剛
般若経
に
「応無所
住而生其心」
(応
に住
する所
無く
し
て、
其の心
を
生ずベ
し)
すなわち
、
一切
の相にとらわ
れない
心を生ぜ
よと説い
ている
。
にゅうなんしん
これ
は執
着
心のない
こと
であり
1
柔鞍
心(
ある
がまま
に事
実を受け
入れ、
状況
に適切に適
応
できること
)
であり
、自由無
擬なる境
涯で
あ
る。
また
「随
処に主と
なる」
人の絶
対自由
の行
動である。
これ
を行的な面
では
、
「応無
所住行於布施」
(応
に住
する所
無
く
して
、布
施を行ず
ベし
)と
いっ
ている
。すなわち
何ものに
もとらわれな
いで施しを
せよ
と説かれ
ている
。前者
が体であれ
ば、
後者
は用
であり
、真の事
実が機
(禅機)
とな
って出てきた
もので
ある
。禅で
は、
真の事
実
をは
っき
りと自
覚一 し、
それ
を修
行を通
して
、
人格化
し、自
然に行
動に
あらわれる
ように精
五六
進する
ので
ある
。
現在
では
以土の心の
働
きを柔
軟性
とい
ってい
るが、
これは
開放性、
融通
性、
聞い
た心と
いう
こと
もあ
る。
すなわ
ち環
境の変
化に
容易
に適
応できる
能力、
新し
い情
報を受
け入れ
る能
力と傾
向、
あいまいさ
の寛
容、
関心
の広
さに
つながり
、多様な価値を
受け入れ、
つく
り出す
多様性
と
いっ
た特
徴を
有す
る。
この
柔軟性
は、
創造性
の人格特性
と
して
、
また
精神的健康
の特
徴
とし
ても、
非常
に重要な特
性である。
9 
窮地
の打
開
問題解
決や創
造活動
にゆ
きづま
って
、
二進
も三
進
も進
まない状
況に
いた
った
時、
ある
時た
ちど
ころに
問題が解
決さ
れ、
新し
いものが
生ま
れること
が少
くな
い。
呑厳上樹
ふく
よ
香厳和
尚云
わく
、
人の樹
に上るが
如し。
口
に樹
枝を
脚み、
手に
枝を禁じ
じゅ
げ
とた
ず。
脚、
樹を踏まず。
樹下
に人
有
って
、
西来
意を問わ
んに
、
対えずんば
す
なわち他の所
聞にそ
むく。
もし対
えな
ば、
また
喪身失
命せ
ん。
正居座の
時、
作歴
生か対
え
ん。
(「 無門関」
第五)
(香厳和尚
が言
った
。
「人が
高い樹の上に
のぼ
って
いると
する。
口に
枝を
くわえ
てぶら
下
って
いる
。
手で
枝を
つかまず
、
足も枝を
ふまえ
ていな
い。
木の下に
いる人
が
「達
磨大師が
イン
ドから
中国
に伝え
られた仏
法の極
意は
何か」
と問う
したら
、
どう
するか。
もし
答え
なければ、
その人
の質 問に
応じない
ことに
なる。
もし
答え
れば、
木か
ら落ち
て死ん
でし
まう
。
このよ
うな
時、
どう
答
えたらよ
いか。
)
こ
の
ように
絶
対絶
命の窮
地におちこ
んだ場
合、
どう
打開す
(MN
〉
るか
を求
めている
。
秋月
のい
うように、
「窮すれ
ば通
ずる」
とい
うように、
この
公案
は
、
問題状況が
「転」
ずる
ので
ある
。
「窮す
れば
通ず」
という
ことは
、
ある
状
況や問題
で
行きづ
まっ
て絶
対絶
命
の
立場に立
つと
、
状況が打開
し、
問題が解
決され
かえ
っ
て活
路が聞け
て
るという
ことで
ある。
かつて
の野
球の
すぐれ
た打
者であ
った
川
上哲治
は、
参禅
し
てい
たが
、
スラン
プに
な
った
。
その時
その
スラン
プが
突
き破れ
ない
のは
、
窮し
か
たが足
りな
いこ
とを
学び、
ある
時
その
スラ
ンプ
を脱
する
ので
ある
。
彼はそ
の
時の状
況に
ついて
、
「昭
和二
十五
年の夏
、
多摩川
グラウ
ン
ドで
、
特打ち
を続け
るう
ち
に、
突然
目の前の
厚い壁
が
スIッと
消え
て
いっ
た。
投手
の投
げた球が手
も
とで
一瞬
止ま
っ
て見
える
。
止ま
った
球を
たたく
の
だか
ら何回
打つ
でも
ジャ
ス
トミl
トで
きる。
」と
述べ
ている
。
この
よう
に真
剣
にそ
のこ
とに
没頭し
て、
自己が死ねば
(自
己を
忘ずれ
ば
)、
すな
わちそ
こに
新し
い
そこ
に本
来
の自
己
があら
われる
も
ので
ある。
状況
が生まれ
て、
問題が解
ける
ので
ある
。ま
た次の
ような公
案があ
る。
竿頭進歩
石霜和
尚云
わく
、
百尺
竿頭、
いか
んが
歩を
進め
ん。
また古
徳一再
わく
、
百
尺竿
頭に坐する底の
人、
し
かも
得入すと
雄も、
未だ真と
なさ
ず。
百尺竿
頭、
すべ
から
く歩を
進め
て、
十方世界
に全身を現
ずベ
し
。
(「
無門関」
第四
六)
(石霜和
尚は一
言った
。
「百尺
の竿の
先から
、
どの
ように
一歩を
進め
る
か。
」
また古
徳長沙
は言
った
。
「百尺
の竿
の先に坐り込
んで
いる
人
(悟
った
世界
に坐り込む
こと
)
は、
ある
悟り
の境
地に入る
こと
が
できたと
いっ
て
も、
禅の悟
りと創
造性
だ
本
当に
悟
りでは
ない。
百尺
の
竿
の先か
ら
さ
らに
一歩
を
進
めて
、十
方世界
に自己
の
全体を実現し
なければ
ならな
い
。」)
百尺竿頭と
は、
問題
に
ゆき詰
っ
て
、ご
進を三進
もい
かな
くな
っ
た状
態で
ある。
この
よ
うにし
て進退
窮
まって
、
禅定
が深
ま
る。
すると
一転し
て悟り
(気づ
き)
が生
ずる。
また
ある
悟り
の状
態に坐
りこんで
いた
の
では
、
さら
に悟りを深め
ることは
でき
ない。
活発
に用
(機)
を働
かせるには
、
竿の先
を一
歩進
め
なければ
なら
ない。
この
「百
尺竿頭」
は大
死一
番の境
地とす
れ
ば、
さらに
「歩を
進め
る」
は絶
後再匙
の境
渥
とし
て解
され
るが
、秋
月は
こ
の「
百尺竿
頭」
を大死
一番
底と
しての
み
解す
るの
と、
絶後
再匙を何程
か体
験したも
の
と解
する
のと違いがある
のべ
ている
。
すなわち
悟
って
も
、そ
の悟り
に腰かけずに、
さら
に悟りを深め
て、
向上を
はか
らなければ
ならな
いの
で
ある
。
10 
自他
一如と直
観
禅の悟
り
(覚)
は、
無分別智
であ
って
、
その対
象と
一つ
に
なることに
よ
って
気づ
くことで
、
創造
性では
直
観的思考
の働
きの特
徴を持
って
い
る。
非風非幡
せっぽん
あ
六祖
、
ちなみ
に風
、
利幡を
髄ぐ。
二僧
あ
り、
対論す。
ひとりは日
わく
、
はた
かな
幡動
くと。
ひとりは日わ
く。
風動
くと。
往復
し
てか
つ
て未だ
理に
契わず
。
にんしゃ
祖云
わく
、
これ
風、
動
くに
非
ず、
これ
幡、
動く
に非
ず、
仁者が
心動く
の
み
しようぜん
と。
ニ僧
保然た
り。
(「
無円関」
第二
九
)
(広州
の法
性寺
に利
幡
すなわ
ちそ
の寺に説
法のあること
を
示
す幡
がた
てて
ま
あって
、
そ
の幡
がパ
タパ
タと
ゆれ
ていた
。
二
人の僧
がそ
れに
つい
て議
論
を
始め
た。
一人
は
「幡
が動く」
とい
い 、
もう
一人
は
「風が動く」
とい
った
。
豆七
禅の悟
りと創
造性
往復問
答し
て、
どちら
も真
の事
実に合
わない。
それを
見て六
祖
(大鑑慧能
大師)
は言
った
。
「それ
は風が動
くので
もな
い。
幡、
が動
くの
でも
ない。
あ
なた方
の心
が動
いているの
だよ
二人
の僧は
これを
聞い
て驚い
て、
畏敬
の
念に打
たれた。
)
無門和尚
は、
この
則
を批
評して、
「風が動
くの
でもな
い。
幡が動
くの
で
もない、
また
心が動
くの
でもな
い。
」
とのべ
ている
。
風
が
すな
わち心は
、
動き、
幡、
が動く
のと
離
れてはいない。
そこには
、
風になり
、幡になり
き
っ
て、
ただバ
タパ
タと
鳴っ
ている
だけで
あ
る。
そこ
に自他
一如の真の自
己が
あらわ
れてい
る。ゴー
ドン
色。丘op
巧-
H・ M-)
は 、
シネ
クテイ
クス
(宇目
ロ2
丘町田)
とい
う創造技法
を生み出し
たが、
その
方法
の
一っ
として
人格
的類
(m
) 
推守
28ロ回
目白口回
目。ぬ可)
を用
いている
。すなわ
ち自分
がそのも
のに
なっ
て、
その
中
から物を感
じ、
考え
るので
ある
。魚に
なれば、
魚の心
、がわかる
し、
化学者が
運動し
てい
る分
子にな
れば、
分子
に起こ
る運
動が身体
で感じ
とること
がで
きるよ
うに
なる
ので
ある。
すな
わちそ
のもの
になりきる
こと
によ
って
、直観
(直観的思考)
が働
くの
である。
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